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SNSやコミュニティFM（FM那覇「そ
れいけ！みんなのなは社協」）で発信
しています。YouTubeの二次元バー
コードは最新の放送の配信です。

2年振り！生活支援サポータースキルアップ講座・交流会を開催 
　高齢者の方へ家事支援が円滑に行えるよう認知症に関するスキルアップ講座とサポーター同士の
交流会を開催し、13名のサポーター方が和気あいあいとした雰囲気の中で学び、交流しました。 
　第1部の「認知症サポーター養成講座」では、講師を那覇市ちゃーがんじゅう課・那覇市地域包括支
援センターかなぐすくの職員が担当し、認知症の方への接し方などを学びました。 
　第2部の「地域支え合い訪問型サービス事業」の説明と交流会では、グループワークを通して日頃の
活動等について話し合いました。 
　今後も関係機関・サポーターと協力し、安心して生活が送れる体制づくりを行いたいと思います♪
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました（担当：山城博子） 

●趣味や子育てサロンなどの
活動をする交流の場
「ふれあい・いきいきサロン」
の支援 

●移送支援など
高齢者が地域で
暮らし続けられる
ような仕組みづくり 

●じぶんの町をよくする仕組み
「赤い羽根共同募金」
「歳末たすけあい募金」 

●共同募金や寄付を充てて、
地域の福祉活動や交流イベント、
ボランティア団体などを
応援する「助成」

●自治会役員や近隣のボランティア
などが見守り訪問する
「地域見守り隊」

●ボランティアによる買い物やお片付けなど
「生活支援サポーター」 

●60歳以上が利用できる健康づくりや
　レクなどの講座や同好会を楽しめる
　「老人福祉センター・憩の家」 

●通所介護サービス
　「デイサービスあしびなー」

●育児の相談やサポート
（オムツ交換、沐浴、離
乳食導入、子育てに関
する助言など） 

●会員同士で子育て（送迎、預かりなど）を支
えあう「ファミリーサポートセンター」 

●未就学児の親子が集まる
　「つどいの広場」
●0～18歳が自由に利用できる「児童館」

●生活上の心配事など何でも
無料で相談できる
「ふれあい福祉相談室」 

●生活費や教育費など
「福祉資金の
貸し付け」 

●福祉サービス利用のお
手伝いや公共料金の支
払い、書類の預かりな
ど、金銭管理や自立支
援のサポート、成年後
見に関すること

●住民らから寄贈してもらった
食糧を必要な方に届ける
「フードドライブ」

●障がいがある方の
外出、移送を担う
　「リフト送迎車
　 うまんちゅ号」 

●当事者同士で情報
交換や相談する
　「ゆんたく
　相談室」 

●介護が必要な方の生活を
支えるヘルパー派遣「ホー
ムヘルプステーションわ
かば」 
●かかりつけ医や服薬状況
などの情報をまとめ、自
宅冷蔵庫に保管する「緊
急医療情報キット」の配
布（対象は高齢者や障が
い者） 

●災害ボランティアを
マッチングする
「災害ボランティアセンター」

●住民とボランティアで
つくる健康づくり・
生きがいづくりの場
「ふれデイ」の支援

●こども食堂など
「こどもの居場所」の活動を
サポートする「糸」

47か所

70か所

なは社協で利用できること、知れる情報を紹介します♪ 

福祉のまちづくり・居場所づくり

ふくしの相談

高齢者 障がい者 子ども・子育て世代

詳しくは、なは社協HPから    問い合わせ ☎098-857-7766
なは社協
ホームページ

寄贈したい方、食糧
支援を受けたい方も
相談ください

司法書士や弁護士にも
相談できます

127か所

一緒に福祉の まちづくりしませか？ 会員・ボランティア 募集中 

那覇市社会福祉協議会は地域で様々な
生活課題を抱えている人や家族のために、
住民や企業、福祉・保健・ 医療等の

関係者が連携し、
誰もが安心して地域で暮らしていける
福祉のまちづくりを進めます。
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